
◇◆◇ 事業部だより ◇◆◇ 
   

中原町会掲示板でもお知らせしています 

 

資源回収の報告  
–環境部- 

 

＊町会では、新聞・雑誌・段ボール・アルミ缶の 

資源回収を行っています。 
 

7 月～１２月の合計 

25,２３０ Kｇ 
 

 

＊毎月第一日曜日、朝 8時～9時までに、 

お近くの集積所にお出しください。  

＊ご協力いただいている会員の方には、 

年 2回箱ティッシュを配布しています。 

 

 

 

 

・・・との状況を想定して、9/22～23 清和小学

校の校庭と体育館にて、清和子ども会（のび

る・仲町・西町）の合同『防災キャンプ』が行わ

れました。５回目の開催と知り、発案者の岡

部さん（のびる子ども会育成会相談役）に目的や、

工夫されていることなどをお聞きしました。

▼始められたきっかけは「東日本大震災」で

した。「あの時、多くの帰宅困難者が出たこ

とを知り、清和小でも共働き家庭が増えて

いることから、子どもたちが体育館に泊まら

ざるを得ない状況が発生するかもしれな

い」と思われ企画されました。▼「子ども会

は遊びの中から学ぶことが趣旨なので、防

災訓練というよりは、宿泊訓練といった感じ

のものです」また、「回を重ねると子ども達

も慣れてきてお祭り気分になりがちなので 

  

発生した水害の DVD を見せたり、役所の出

張講座を依頼したりと少しでも子どもたち
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◆「輪踊り」で体力作り♪ （女性部） 

＊盆踊りの練習をしています。 
 

日時 毎週木曜 １４時～１５時  

月 4 回 （5 週の月は 1回休み） 
 

会場 天神会館 1階 （青戸 3-24） 

   

＜担当＞滝本 

03-3693-0488 

 

 

 

 
  ―厚生部― 

 ＊みなさまの元気を応援します。 

日時 毎月第２土曜  １４時～１５時  

   月１回（８月を除く） 
 

会場 天神会館 ２階 
 

＜担当＞ 長谷川 03-3695-4128     

△脳トレ体操 

 

◆ その他の主な活動 
 

＊秋の交通安全運動（交通部） 9/21～28 

青砥駅北口にて 

＊高齢者慰安会   (立石民児協・立石連合

町会) 

10/7 シンフォニーヒルズ大ホールにて 

＊健康講座 (立石民児協・立石連合町会) 

１１/１１ ウイメンズパルにて 

 

☆お誘い合わせて ぜひご参加下

さい☆ 
 

 

▼１１月 11 日(日) 中原町会は、第４分団消防団、市民消火隊、本田消防

署・青戸出張所の協力を得て、立石中学校の校庭、及びさくら通りにて

防災訓練を実施しました。訓練の内容はバケツリレーや消火器を使用

した初期消火と、AEDを作動する応急救護を学ぶものでした。 

▼訓練の中で混乱を極めていたのがバケツリレー。 

同じ説明を聞いても理解の仕方は人様々で、バケツ 

があちこちで滞る事態が発生し、迅速なリレーが 

できるのは訓練の賜物であると実感しました。 

 

◆ずっと元気でいる為の講座 （厚生部） 

＊みなさまの元気を応援します。 
 

日時 毎月第２土曜  １４時～１５時  

   月１回（８月を除く） 
 

会場 天神会館 ２階 （青戸 3-24） 

 

＜担当＞ 

長谷川  

03-3695-4128      
 

 

 

 

◆ その他の主な活動 
 

＊秋の交通安全運動（交通部） 9/21～28 

青砥駅北口にて 

＊高齢者慰安会   (立石民児協・立石連合

町会) 

10/7 シンフォニーヒルズ大ホールにて 

＊健康講座 (立石民児協・立石連合町会) 

１１/１１ ウイメンズパルにて 

 

☆お誘い合わせて ぜひご参加下

さい☆ 
 

 

1995 年の阪神・淡路大震災では、助かった人の約 8 割が地震発生の１５分以内

に自力で、又は地域の人に救助されたそうです。災害の規模が大きくなれば

なるほど、自助（自分の身は自分で守る）・共助（力を合わせて助け合い、自分たちのまち

を守る）が重要となります。防災訓練は、地域の人と顔見知りになり、いざとい

う時の協力体制を育む絶好のチャンスと言えます。 
 

 

 

あとがき…◆葛飾区が推進・支援している「子どもを犯罪から守る

まちづくり活動」があります。大人が中心になり、子ども達が生活

している地域社会を安全にしていくという活動です。提唱者、中

村攻氏（なかむらおさむ：千葉大名誉教授）の講演の中で「大人は

地域を要らないと思っている、でも子どもはその地域で生きてい

る」と、地域力の重要性を説いた言葉が印象に残っています。 

◆１月は町会行事に関するアンケート調査を実施しました。行事の

お知らせの仕方に課題多しですが、今 町会では地域 

力を上げるべく、地域の活性化や地域の方々の交流 

の場、居場所づくりを模索中です。 （伊藤） 
 

 

           中原町会  

会長  浅田安晴 
 

 

ご町内の皆様、旧年中は町会事業にご協力いただき有

難うございました。本年も宜しくお願い申し上げます。 

昨年の例大祭は、台風の接近で日程を変更するなどの対

応に追われましたが、睦会、睦会青年部の皆様と一体とな

って成功裏に終えることができ、誠に喜ばしいことでし

た。反面、日本各地で地震などの自然災害に心が痛む年

でもありました。 

今年度、町会では防災意識向上に向け、建造物の整備

等のハード面の対策や、避難路の情報提供等のソフト面の

対策を含めた防災訓練を検討しています。また、町会員名

簿も前回作成後、５年を経過していることから、新名簿作

成に取り掛かることとしました。 

５月は新元号の元年となります。 

皆様方のご健勝とご多幸を祈念申し上げ、 

新年のご挨拶といたします。 

 

 

ごあいさつ 

中原町会 防災訓練を実施 ―防火防災部― 

 

   清和子ども会 

防災キャンプ  
 

～体育館で宿泊体験～ 

日中に地震発生！保護者が帰宅できず、 

子どもだけで学校に宿泊しなければならない!! 

 

 

 
 

 

との状況を想定しての実施でした。▼５回目の

開催だということにで発案者の岡部さんに目的

や、工夫されていることなどをお聞きしました。

▼始められたきっかけは「東日本大震災」でし

た。「あの時、多くの帰宅困難者が出たことを知

り、共働き家庭が増えていることもあり、子ども

たちが体育館に泊まらざるを得ない状況が圧

制するだろうと想定して始めました。 
 

 

過去に葛飾で発生した水害の DVD を

見たり、役所の出張講座を依頼したり

と、少しでも何かを学んで帰ってもら

えるように工夫をしています」とのこ

とでした。▼今後についても「この企

画が家庭の中で防災の話をするきっ

かけになれるよう続けて 

いきたい」と、力強く話し 

ていただけました。 
 

 


